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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、細胞増殖抑制因子として機能するC2H2ジンクフィンガータンパク質をコードしています。この遺伝子は、がん細胞においてしばしば欠失またはメチル化され、サイレンシングされています。さらに、胎児期におけるこの遺伝子の過剰発現は、一過性新生児糖尿病（TNDM）の原因因子と考えられています。選択的スプライシングと代替プロモーターの使用により、2つの異なるタンパク質アイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。この遺伝子のP1下流プロモーターはインプリンティングされており、多くの組織において父方アレルからの優先的な発現が見られます。[RefSeq提供、2015年11月],機能：弱い転写活性化活性を示す。下垂体アデニル酸シクラーゼ活性化ポリペプチドの1型受容体の転写調節因子。,類似性：krueppel C2H2型ジンクフィンガータンパク質ファミリーに属する。,類似性：7つのC2H2型ジンクフィンガーを含む。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	PLAGL1抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PLAGL1 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	ZAC1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

